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事業実施項目の整理

1

再 掲

① ＨＥＭＳサービスの調査

② ＨＥＭＳデータの分析

１．現状調査

２．ユーザーアンケート

３．事業者ヒアリング

４．ライフログ化

５．ＣＯ２削減アドバイス

６．ＣＯ２削減ポイント

・削減ポテンシャルの算出

・自己データ比較

・第三者比較

・施策定量化

・基準値の設定

現状ＨＥＭＳサービスの
取得情報や表示情報の整理

ＨＥＭＳに対しての
ユーザー満足度調査

ライフログ化手法の検討

実施項目 内 容 考察・まとめ

事業者が活用可能な
ライフログ情報の調査

ＨＥＭＳで取得すべき
情報の整理

生活パターン別の
削減アドバイスの検討

エネルギー消費量と
関係のある要因で分類

使用実態を考慮した
対策効果の定量化

ベースライン値
設定の整理

ＣＯ２削減ポイント事業の
実施に向けて必要とされる

ＨＥＭＳ機能の整理

自立的なシステムモデル
の構築に向けた検討

：一般世帯データ（１０００世帯）を使用

：モデル世帯データ（２０世帯）を使用モモ

一一

モモ

一一

モモ



介入分類 介入方策
見える化
分類

提供される情報の例

事前介入

約 束

状態量

エネルギー消費量
省エネ行動の一般的な

エネルギー削減量（コスト）目標設定

情報提供
対象家庭の機器別エネルギー消費量、

省エネ行動の一般的なエネルギー削減量、
でんき予報

モデリング
モデル世帯の（機器別）

エネルギー消費量

事後介入

報 酬

変化量

電力消費量の上限値に対する余裕量

罰 則 電力消費量の上限値に対する超過量

フィードバック
対象世帯の機器別節電量（額）、

リアルタイム電力消費量

参考文献：見える化がもたらす家庭における省エネの可能性 本藤裕樹
Journal of the Japan Institute of Energy, 91, 563-569 (2012）

省エネ行動
働きかけ
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ここで、一般的に「見える化」については、「人々の意識や行動の変化を促すことを目的とし、エネルギー消費量
やＣＯ２排出量など目に見えないものを数値や記号などで表現すること。」としている。

低炭素行動促進のための介入方策

CO2削減アドバイス

CO2削減ポイント

本事業で検討を行う
介入方策
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一
般
世
帯

モ
デ
ル
世
帯(※

)

ライフログ化手法の検討

使用実態を考慮した
対策効果の定量化

エネルギー消費量と
関係のある要因で分類

ＨＥＭＳで取得すべき
項目の整理

生活パターン別の
削減アドバイスの検討

ベースライン値
設定の整理

ＣＯ２削減ポイントの
実施に向けて必要とされる

ＨＥＭＳ機能の整理

内 容 考察・まとめ

• 資料２－１において整理される事業者にとって有用なデータ及びモデル世帯で取得したライフログデータ
を踏まえて、ライフログ化に必要なＨＥＭＳ取得データ項目を整理する。また、現状で把握可能な項目と、
今後が期待される項目とを明確にするとともに、生活パターン別の削減アドバイスの検討を行う。

• モデル世帯、一般世帯のデータを活用し、ＣＯ２削減ポイントを実施するためのベースライン値設定に必
要なＨＥＭＳ機能について整理する。

収集するデータの活用の方向性

※モデル世帯：本事業において試行的に詳細データ取得を目的とした世帯であり、
調査における代表性を有するものではない。



データ対象
世帯
数

データ対象期間 データ取得目的 取得データ内容

一般世帯
（積水化学）

５００
２０１１年１１月～

• ＣＯ２削減ポイントの付与に向けた
ベースライン値設定のためのデー
タとして活用。

＜電力＞
主幹、機器ごとの１時間値のデータ

一般世帯
（NTTスマイル

エナジー）
５００

２０１１年１２月～
• ＣＯ２削減ポイントの付与に向けた

ベースライン値設定のためのデー
タとして活用。

＜電力＞
主幹の１時間ごとのデータ
（その他）
ユーザーアンケート

モデル世帯 ２０

【エネルギーデータ】
２０１１年９月

～２０１２年１２月

【行動パターン】
２０１２年１０月
（２週間程度）

• ガス、水道などの時間毎のデータ
把握が困難なものに関してのモデ
ル調査。

• 行動パターンなど、人の動線に関し
ての詳細データの把握。

• 上記データを活用し、各属性毎の
モデルパターンを把握する。

• また、削減ポテンシャル、ライフロ
グデータ分析のベースのデータとし
て使用する。

＜電力＞
・F-PLUG：機器ごとの１分値のデータ
・省エネNAVI：主幹と機器ごとの１５分値

データ
＜ガス＞
・１分値のパルス計測

（１０Lごとに１パルス）
＜水道＞
・５分間のデータ
＜アンケート＞
・在宅時の１５分ごとの行動パターン

データ
・環境意識調査
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• 各データ取得の目的をデータ対象毎に以下に示す。
• ＨＥＭＳデータは、一般世帯（積水化学、NTTスマイルエナジー）と、モデル世帯を対象として収集する。

収集するデータの取得目的 第１回検討会資料３－２より



取得
方法

分類 項 目 概 要
積水化学

対象：500世帯
NTTスマイルエナジー
対象：500世帯

モデル世帯
対象：20世帯

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

デ
ー
タ

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量

ＨＥＭＳデータ(基幹) 家庭全体の電力消費量を単位時間ごとに取得する。 ● ● ●

ＨＥＭＳデータ（個別） 各消費要因ごとに、電力消費量を単位時間ごとに取得。 ● ● ●

ガス消費量データ（全体） 家庭全体のガス消費量を単位時間ごとに取得する。 ●

上水使用量データ（全体） 家庭全体の水の消費量を単位時間ごとに取得。 ●

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

属
性
・
条
件

属 性 各家庭の世帯人数や住居種別など。 ● ● ●

役 割
家庭内の各人の役割を確認（食事、洗濯など、日常のエネ
ルギー消費活動の担当者）。

● ●

職 業 家庭内の各人の職業。 ● ●

使用機器 使用している家電製品の種別、性能などのデータ。 ● ●

代替可能な保有機器の有無
各機器を、同様の目的・効用を持つと考えられる機器と代替
可能かを検討する。

● ●

機器の使用条件 各機器の、設定状況や使用環境。 ●

行

動

各時間における行動
各家庭において、各時間にどんな行動を行っていたのか、
データを取る。

●※ ●

代替可能な行動の抽出
各行動を、同様の目的・効用を持つと考えられる行動と代替
可能か検討する。

●

着衣量 時間毎の着衣量を調査する。 ●

意

識

環境意識 各家庭の環境意識（省エネ行動の実行容易度）を調査する。 ● ●

製品選択要因 家電製品の購入の際に、何を気にしているのか調査する。 ● ●

行動選択要因 省エネ行動の実施/不実施の原因を調査。 ●

そ
の
他

地 域 ユーザーの住居地域。 ● ● ●

外気温 時間毎の気温変動を調査する。 ● ● ●

室 温 時間毎の各部屋の室温を調査する。 ●

5※モデル世帯と一般世帯とではデータの取得内容が異なる

• 一般世帯およびモデル世帯から、ＨＥＭＳまたはアンケートで取得するデータを以下に示す。

世帯別のデータ取得項目一覧 第１回検討会資料３－２より



対象とするモデル世帯の概要
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名称分類 家族構成 対象世帯数

シングル ５０代までの１人暮らし ３世帯

カップル ５０代までの夫婦２人暮らし ２世帯

ベビーファミリー 未就学児の子どもがいる世帯 ３世帯

キッズファミリー 小中学生の子どもがいる世帯 ２世帯

アダルトファミリー（前期） 高校生以上の学生がいる世帯 ２世帯

アダルトファミリー（後期） 社会人の子どもがいる世帯 ３世帯

シニアカップル ６０代以上の夫婦２人暮らし ３世帯

シニアシングル ６０代以上の１人暮らし ２世帯

合計 ２０世帯

今年度は東京、埼玉、神奈川、千葉、茨城の関東５県における世帯をモデル世帯
の対象とした。



＜４．ライフログ化＞分析の方針～例：生活水準～
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（例）「生活水準」というライフログデータを作成する場合

＜分析方法（例）＞
① 行動調査票によって取得したデータから暮らしの状況を「住まい」、「食」、「娯楽」の３つに分類

し、ライフログの内容別にその状況を把握。（分類は検討中）
② エネルギー消費状況と暮らしの状況の関係性を確認。
③ 各ライフログを把握するための条件を整理。

（例：外食の有無等を把握する条件として、食事の準備時間におけるガスの使用の有無などが必要な情報であると想定。）

住居形態 • エネルギー消費量

外食の有無 • エネルギー消費量（ガスの使用）

仕事以外の時間 • エネルギー消費量
• 職業

ライフログの内容 必要な情報

どの部屋にいるか • エネルギー消費量（個別機器）

住まい

食

娯楽

暮らし



＜５．ＣＯ２削減アドバイス＞ライフログ化に向けた仮説の検証～例：ライフスタイル～
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仮説：エネルギ消費データと生活行動には関係性がある。
（昨年度、予備的に分析検証済み。後述）

① モデル世帯より取得したエネルギー消費データと各行動との関係性を統計的な手法（重回
帰分析など）を用いて把握する。

② 関連行動を抽出後、エネルギー消費データから行動予測の条件を抽出する。

時間帯：夜

波形パターンから各行動の
関係性を調査。

統計手法により分析。

エネルギー消費データから、
各行動を予測する手法を検討。

（例）「ライフスタイル」というライフログデータを作成する場合

ＨＥＭＳデータから把握できるライフログデータについて、
事業者ヒアリングから得られた結果と比較し、ＨＥＭＳから取得すべきデータ項目を整理。
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① 使用機器の変換
エネルギー削減
ポテンシャル

② 設定改善 ③ 使用時間短縮・変更

＜５．ＣＯ２削減アドバイス＞削減ポテンシャルの算出方針

＜① 使用機器の変換＞

・エアコン
・冷蔵庫
・テレビ
・照明

＜② 設定改善＞

・エアコンの温度変更
・エアコン風量の変更

＜③ 使用時間短縮・変更＞

・使用時間の短縮（省エネ）
・使用時間帯の変更（節電）

３．モデル世帯でテストケースとして②・③を実施する２．モデル世帯に実施する事前調査票か
ら機器の使用状況を把握する

＜テストケースの結果から、以下のような各省エネ対策の効果を定量化する＞

•暖房の温度設定を控えめにする（目安は２０℃）
•暖房の使用時間を1時間短くする
•冷蔵庫を止める
•冷蔵庫の温度設定を強から中にする
•照明を使う時間を１時間短くする
•家にある小型のテレビを主に使うようにする
•テレビではなく、ラジオを主に使うようにする

•テレビを点ける時間を１日１時間短くする
•テレビの画面を明るすぎないよう調整する
•シャワーの利用を１日１人１分短くする
•洗濯でまとめ洗いをする
•保温便座の温度設定を下げる
•保温便座を使わないときにはふたを閉める

※うちエコ診断における対策メニューを参考にする。
※取得データの状況により内容の追加・変更を行う可能性がある。

１．CO2削減アドバイスを検討するため、削減ポテンシャルについて以下の方針で算出する。
エネルギー削減ポテンシャルは、以下の３つの要因によって算出できると仮定する。
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＜５．ＣＯ２削減アドバイス＞削減ポテンシャルの算出イメージ

① 使用機器の変換
エネルギー削減
ポテンシャル

② 設定改善 ③ 使用時間短縮・変更

固 定

機器個別データと調査の結果から
設定を変えた際の省エネ効果を定量化する。

１．うちエコ診断の対策メニュー（エアコンの設定温度の変更）をモデル世帯で
テストケースとして実施。

２．実測データから省エネ対策の効果の定量化を図る。
３．一般的な対策効果（ＥＣＣＪ、家庭エコ診断推進基盤整備事業など）と比較し
ＨＥＭＳの取得情報の整理を行う。

エアコンのエネルギー消費データ
(設定切替に伴う電力データの変化)

テストケースによる調査
（エアコンの設定切替）

イメージ
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第三者データ

時間

過去の自己データをベース
ライン値とし、削減分に対し
てインセンティブを付与。

第三者データをベースライン値と
し、自己データとの差分に対しイ
ンセンティブを付与。

評価対象
ポイント付与

• 本事業ではＣＯ２削減ポイントサービスにおいて削減基準値として利用するベースライン値の設定
について検討を行う。

• 下図は対象となるユーザーの削減行動の結果を表わしている。
• ベースライン値としては過去データと第三者データの２つの観点からインセンティブの付与を見当

する。
• なお、既に省エネ対策を実施しているユーザーの努力分に関してのインセンティブは検討が必要。

削減行動の開始

＜６．ＣＯ２削減ポイント＞削減基準（ベースライン）値の設定

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

自己データ

第１回検討会資料３－２より
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第三者データ
比較

自己データ
比較

省エネ対策
努力値

（削減ポテンシャル）

内 容 メリット 課 題

・類型化された第三者の
値をベースライン値とし
て比較を行い、自身の
データとどれぐらい乖離
があるかで削減ポイント
を付与する。

・自己の過去データとの
差分により削減ポイント
を付与する。

・対策ごとの削減ポテン
シャルをベースとし、ど
れだけ削減対策を実施
しているかを算出する。

・既に環境意識が高く、
削減努力を行ってい
るユーザーの削減効
果が少なくなる。

・参加世帯を分類する
ための類型化項目の
判断が困難である。
（これまでの他の研究で
も類型化の主要因となる
項目が不明）

・第三者との比較にな
るため、ＣＯ２削減ポ
イント普及時に全体的
なＣＯ２削減が可能。

・自己の努力がインセ
ンティブにより評価さ
れるため、継続的な改
善効果が期待できる。

・１つ１つの削減対策が
具体的な達成目標に
なるため実施が容易
で、継続的な実施が
期待できる。

・対策１つ１つの達成に
対してインセンティブ
が働くため、1世帯の
総ＣＯ２が増加する事
もありうる。

• ＣＯ２削減ポイント付与サｰビスの実施における評価基準に関して、「内容」、「メリット」、「課題」
の３つの観点から整理を行う。

基
準
値

＜６．ＣＯ２削減ポイント＞削減基準値の整理
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＜６．ＣＯ２削減ポイント＞必要な項目の検討方法～例：第三者データ比較～

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
値
を
設
定
す
る
上
で
必
要
な

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
項
目
を
整
理
す
る

世帯人数
家電保有台数
住居形態

ライフステージ
その他項目

関係性を確認し
ている属性

本事業の検討
属性

これまでの知見も踏まえ、ＨＥＭＳで取
得できるエネルギーデータと関係があ
ると考えられる属性を検討する。

「第三者データ比較」のベースライン値を算出する方法の例（イメージ）

・ ①で設定した属性別の代表的なエ
ネルギー消費量（代表値）を算出する。
・ 属性別の代表値のばらつきを確認し、
ベースライン値としての使用を検討す
る。

（例）賃貸戸建に住む４人世帯（属性）の
平均電力消費量（代表値）

① 世帯ごとの属性の分類を検討 ② 属性別のベースライン値の算出

属性と代表値から、ベースライン値として
採用できるか検討

「自己データ比較」や「省エネ対策努力値（削減ポテンシャル）」についても、
ＨＥＭＳから取得できるデータ項目と、今後必要なデータ項目を整理する。


